
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生きる力」を育む

ために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きて働く知識及び

技能が習得されるよ

うにすること 

学習指導要領総則には、児童生徒に知・徳・体にバランスのとれた「生き 

る力」を育むことを目指すに当たって、各教科等の指導を通してどのような 

資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら教育活動の充実を図るこ 

と、その際には児童生徒の発達の段階や特性等を踏まえ、「知識及び技能」 

の習得と「思考力、判断力、表現力等」の育成、「学びに向かう力、人間性 

等」の涵養という、資質・能力の三つの柱の育成がバランスよく実現できる 

よう留意することが示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力の育成は、児童生徒が「何を理解しているか、何ができるか」 

に関わる知識及び技能の質や量に支えられており、知識や技能なしに、思考 

や判断、表現等を深めることや、社会や世界と自己との多様な関わり方を見 

いだしていくことは難しい。一方で、社会や世界との関わりの中で学ぶこと 

への興味を高めたり、思考や判断、表現等を伴う学習活動を行ったりするこ 

となしに、児童生徒が新たな知識や技能を得ようとしたり、知識や技能を確 

かなものとして習得していくことも難しい。こうした「知識及び技能」と他 

の二つの柱との相互の関係を見通しながら、発達の段階に応じて、児童生徒 

が基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得できるようにしていくことが 

重要である。 

知識については、児童生徒が学習の過程を通して個別の知識を学びながら、

そうした新たな知識が既得の知識及び技能と関連付けられ、各教科等で扱う 

主要な概念を深く理解し、他の学習や生活の場面でも活用できる確かな知識 

として習得されるようにしていくことが重要となる。また、芸術系教科にお 

ける知識は、一人一人が感性等を働かせて様々なことを感じ取りながら考 

え、自分なりに理解し、表現したり鑑賞したりする喜びにつながっていくも 

のであることが重要である。教科の特質に応じた学習過程を通して、知識が 

個別の感じ方や考え方等に応じ、生きて働く概念として習得されることや、 

新たな学習過程を経験することを通して更新されていくことが重要となる。 

各教科等の指導に当たって、学習に必要となる個別の知識については、 

教師が児童生徒の学びへの興味を高めつつしっかりと教授するとともに、深 

２ 教科・領域等の指導における基本的な考え方 

(1) 育成を目指す資質・能力 

 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 

※出典 文部科学省「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」補足資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未知の状況にも対応

できる思考力、判断

力、表現力等を育成

すること 

 

 

 

 

 

 

学びを人生や社会に

生かそうとする学び

に向かう力、人間性

等を涵養すること 

い理解を伴う知識の習得につなげていくため、児童生徒がもつ知識を活用し 

て思考することにより、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、知識 

を他の学習や生活の場面で活用できるようにしたりするための学習が必要と 

なる。 

 

児童生徒が「理解していることやできることをどう使うか」に関わる「思 

考力、判断力、表現力等」は、社会や生活の中で直面するような未知の状況 

の中でも、その状況と自分との関わりを見つめて具体的に何をなすべきかを 

整理したり、その過程で既得の知識や技能をどのように活用し、必要となる 

新しい知識や技能をどのように得ればよいのかを考えたりするなどの力であ 

り、変化が激しく予測困難な時代に向けてますますその重要性は高まってい 

る。また、「思考力、判断力、表現力等」を発揮することを通して、深い理 

解を伴う知識が習得され、それによりさらに「思考力、判断力、表現力等」 

が高まるという相互の関係にあるものである。 

 

児童生徒が「どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るか」に 

関わる「学びに向かう力、人間性等」は、他の二つの柱をどのような方向性 

で働かせていくかを決定付ける重要な要素である。児童生徒の情意や態度等 

に関わるものであることから、他の二つの柱以上に、児童生徒や学校、地域 

の実態を踏まえて指導のねらいを設定していくことが重要となる。 

 児童生徒一人一人がよりよい社会や幸福な人生を切り拓いていくために 

は、主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や、自己の感情や 

行動を統制する力、よりよい生活や人間関係を自主的に形成する態度等が必 

要となる。これらは、自分の思考や行動を客観的に把握し認識する、いわゆ 

る「メタ認知」に関わる力を含むものである。こうした力は、社会や生活の 

中で児童生徒が様々な困難に直面する可能性を低くしたり、直面した困難へ 

の対処方法を見いだしたりできるようにすることにつながる重要な力であ 

る。また、多様性を尊重する態度や互いのよさを生かして協働する力、持続 

可能な社会づくりに向けた態度、リーダーシップやチームワーク、感性、優 

しさや思いやり等の人間性等に関するものも幅広く含まれる。 

こうした情意や態度等をはぐくんでいくためには、我が国の学校教育の豊

かな実践を生かし、体験活動を含めて、社会や世界との関わりの中で、学ん

だことの意義を実感できるような学習活動を充実させていくことが重要と 

なる。 


